
  

  

  

機械工学科 
  

必修科目としての 

外国語 

 必修の外国語科目として，英語４単位を修得しなければならない。ただし，外国人留学生及び外国高等学校在

学経験者（帰国生徒等）は申請により，日本語４単位とすることができる。 

選択科目としての 

外国語 

(必修以外に外国語 

を履修した場合) 

 同一言語でⅠとⅡを修得した場合，６単位まで卒業要件中の「関連科目」に算入する。（選択科目としての英語

については，下記の英語の履修方法を参照のこと）。 

 

習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成を実施している。 

 習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成は，英語の授業をAD(Advanced)／IN(Intermediate)／EL(Elementary)

の３レベルに分けて授業を行う。授業科目名に含まれる英字(AD／IN／EL)はそれぞれのレベルを表している。 

 クラス編成は，プレイスメントテストに基づいてレベル分けを行う。 

 原則として，前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）は指定されたクラスの授業を履修しなければならない。 

 なお，英語のクラスのためのプレイスメントテスト実施については「学修スタートガイド」を参照のこと。 

  

したがって，１年次では 

 英語(理解)AD-Ⅰ（前） 

 英語(理解)AD-Ⅱ（後） 

 英語(表現)AD-Ⅰ（前） 

 英語(表現)AD-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)IN-Ⅰ（前） 

 英語(理解)IN-Ⅱ（後） 

 英語(表現)IN-Ⅰ（前） 

 英語(表現)IN-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)EL-Ⅰ（前） 

 英語(理解)EL-Ⅱ（後） 

 英語(表現)EL-Ⅰ（前） 

 英語(表現)EL-Ⅱ（後） 

のいずれかを履修しなければならない。 

 

必
修
科
目
と
し
て
の
英
語 

再履修の方法 

 上記の単位を修得できなかった場合は，工学部再履修のための授業科目を履修しなければならない（英語 RE－

Ⅰ・Ⅱは履修できない）。 

英語の履修 

方   法 

選
択
科
目
と 

し
て
の
英
語 

①「外国語科目教育課程表」の「対象学部・学科等」欄で「選択英語」と表記している科目である。 

②英語（留学生初習）Ａ－Ⅰ・Ａ－Ⅱ・Ｂ―Ⅰ・Ｂ－Ⅱは，「外国人留学生」及び「外国高等学校在学経験者（帰

国生徒等）」対象である。原則として英語（留学生初習）Ａ－ⅠとＡ－Ⅱまたは英語（留学生初習）Ｂ－ⅠとＢ

－Ⅱの組み合わせで２単位を履修しなければならない。ただし，卒業要件単位には算入しない。 

英語以外の外国語の

履修方法 

（日本語を除く） 

 

①英語以外の外国語には，朝鮮語，スペイン語，中国語，ドイツ語，フランス語，ロシア語がある。 

②それぞれ初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ，中級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ，上級ＡⅠ・

ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡに分かれる。 

③本学入学以前に初級程度以上の知識を持っている者は，中級および上級から履修してもよい。ただし，あらか

じめ当該外国語の専任教員の許可を受けなければならない。 

④原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

⑤学部・学科・クラス・ペアの指定がある科目は，その指定された授業を履修すること。ただし，当該外国語の

専任教員の許可を得た場合，他の授業を履修することができる。 

⑥初級を修得して中級を履修する場合，原則として初級ＡⅠとＡⅡまたは初級ＢⅠとＢⅡの組み合わせで，２単

位を修得しなければならない。ただし，スペイン語については，原則として初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡの全

てを修得していなければ中級を履修することはできない。上記初級４単位のうち３単位を修得している場合は，

未修得の初級１単位と中級の同時履修を認める。中国語については，初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡのうちいず

れか２単位を修得していれば中級の履修を認める。 

 

日本語の履修方法 

①日本語は「外国人留学生」及び，「外国高等学校在学経験者（帰国生徒等）」対象の外国語である。履修には資

格認定が必要であるので，必ずガイダンスに出席して履修の資格認定を受けなければならない。 

②日本語ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ・ＥⅠ・ＥⅡ（各１単位）のうちから，計４単位を

１年次に履修することが望ましい。 

③原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

 

外国語科目の履修要領・教育課程表   （2006から2009年度入学者に適用）

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 



  

  

電子情報フロンティア学科 
  

必修科目としての 

外国語 
 必修の外国語科目として，英語８単位を修得しなければならない。 

選択科目としての 

外国語 

(必修以外に外国語

を履修した場合) 

 同一言語でⅠとⅡを修得した場合，８単位まで卒業要件中の「関連科目」に算入する。（選択科目としての英語

については，下記の英語の履修方法を参照のこと）。 

習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成を実施している。 

 習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成は，英語の授業をAD(Advanced)／IN(Intermediate)／EL(Elementary)

の３レベルに分けて授業を行う。授業科目名に含まれる英字(AD／IN／EL)はそれぞれのレベルを表している。 

 クラス編成は，プレイスメントテストに基づいてレベル分けを行う。 

 原則として，前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）は指定されたクラスの授業を履修しなければならない。 

 なお，英語のクラスのためのプレイスメントテスト実施については「学修スタートガイド」を参照のこと。 

したがって，１年次では， 

    英語(理解)AD-Ⅰ（前） 

    英語(理解)AD-Ⅱ（後） 

    英語(表現)AD-Ⅰ（前） 

    英語(表現)AD-Ⅱ（後） 

又は， 英語(理解)IN-Ⅰ（前） 

    英語(理解)IN-Ⅱ（後） 

    英語(表現)IN-Ⅰ（前） 

    英語(表現)IN-Ⅱ（後） 

又は， 英語(理解)EL-Ⅰ（前） 

    英語(理解)EL-Ⅱ（後） 

    英語(表現)EL-Ⅰ（前） 

    英語(表現)EL-Ⅱ（後） 

のいずれかを履修しなければならない。 

また，２年次では， 

    英語(文化)AD-Ⅰ（前） 

    英語(文化)AD-Ⅱ（後） 

    英語(専門関連)AD-Ⅰ（前） 

    英語(専門関連)AD-Ⅱ（後） 

又は， 英語(文化)IN-Ⅰ（前） 

    英語(文化)IN-Ⅱ（後） 

    英語(専門関連)IN-Ⅰ（前） 

    英語(専門関連)IN-Ⅱ（後） 

又は， 英語(文化)EL-Ⅰ（前） 

    英語(文化)EL-Ⅱ（後） 

    英語(専門関連)EL-Ⅰ（前） 

    英語(専門関連)EL-Ⅱ（後） 

のいずれかを履修しなければならない。 

必
修
科
目
と
し
て
の
英
語 

再履修の方法 
 上記の単位を修得できなかった場合は，工学部再履修のための授業科目を履修しなければならない（英語 RE－

Ⅰ・Ⅱは履修できない）。 

英語の履修 

方   法 

選
択
科
目
と 

し
て
の
英
語 

①「外国語科目教育課程表」の「対象学部・学科等」欄で「選択英語」と表記している科目である。 

②英語（留学生初習）Ａ－Ⅰ・Ａ－Ⅱ・Ｂ―Ⅰ・Ｂ－Ⅱは，「外国人留学生」及び「外国高等学校在学経験者（帰

国生徒等）」対象である。原則として英語（留学生初習）Ａ－ⅠとＡ－Ⅱまたは英語（留学生初習）Ｂ－ⅠとＢ

－Ⅱの組み合わせで２単位を履修しなければならない。ただし，卒業要件単位には算入しない。 

英語以外の外国語の

履修方法 

（日本語を除く） 

 

①英語以外の外国語には，朝鮮語，スペイン語，中国語，ドイツ語，フランス語，ロシア語がある。 

②それぞれ初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ，中級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ，上級ＡⅠ・

ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡに分かれる。 

③本学入学以前に初級程度以上の知識を持っている者は，中級および上級から履修してもよい。ただし，あらか

じめ当該外国語の専任教員の許可を受けなければならない。 

④原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

⑤学部・学科・クラス・ペアの指定がある科目は，その指定された授業を履修すること。ただし，当該外国語の

専任教員の許可を得た場合，他の授業を履修することができる。 

⑥初級を修得して中級を履修する場合，原則として初級ＡⅠとＡⅡまたは初級ＢⅠとＢⅡの組み合わせで，２単

位を修得しなければならない。ただし，スペイン語については，原則として初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡの全

てを修得していなければ中級を履修することはできない。上記初級４単位のうち３単位を修得している場合は，

未修得の初級１単位と中級の同時履修を認める。中国語については，初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡのうちいず

れか２単位を修得していれば中級の履修を認める。 

 

日本語の履修方法 

①日本語は「外国人留学生」及び，「外国高等学校在学経験者（帰国生徒等）」対象の外国語である。履修には資

格認定が必要であるので，必ずガイダンスに出席して履修の資格認定を受けなければならない。 

②日本語ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ・ＥⅠ・ＥⅡ（各１単位）がある。 

③原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 



  

  

物質生命化学科 
  

必修科目としての 

外国語 

 英語，朝鮮語，スペイン語，中国語，ドイツ語，フランス語，ロシア語，日本語から一外国語を選び，その外

国語を４単位修得しなければならない。ただし，日本語については「日本語の履修方法」を参照のこと。 

物質生命化学科では「英語」を推奨している。なお，卒業要件単位（４単位）を超える単位は２単位まで，卒業

要件中の「関連科目」に算入する。 

選択科目としての 

外国語 

(必修以外に外国語 

を履修した場合) 

同一言語でⅠとⅡを修得した場合，２単位まで卒業要件中の「関連科目」に算入する。（選択科目としての英語

については，下記の英語の履修方法を参照のこと）。 

 

習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成を実施している。 

 習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成は，英語の授業をAD(Advanced)／IN(Intermediate)／EL(Elementary)

の３レベルに分けて授業を行う。授業科目名に含まれる英字(AD／IN／EL)はそれぞれのレベルを表している。 

 クラス編成は，プレイスメントテストに基づいてレベル分けを行う。 

 原則として，前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）は指定されたクラスの授業を履修しなければならない。 

 なお，英語のクラスのためのプレイスメントテスト実施については「学修スタートガイド」を参照のこと。 

  

したがって，１年次では 

 英語(理解)AD-Ⅰ（前） 

 英語(理解)AD-Ⅱ（後） 

 英語(表現)AD-Ⅰ（前） 

 英語(表現)AD-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)IN-Ⅰ（前） 

 英語(理解)IN-Ⅱ（後） 

 英語(表現)IN-Ⅰ（前） 

 英語(表現)IN-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)EL-Ⅰ（前） 

 英語(理解)EL-Ⅱ（後） 

 英語(表現)EL-Ⅰ（前） 

 英語(表現)EL-Ⅱ（後） 

のいずれかを履修しなければならない。 

 

必
修
科
目
と
し
て
の
英
語 

再履修の方法 

 上記の単位を修得できなかった場合は，工学部再履修のための授業科目を履修しなければならない（英語 RE－

Ⅰ・Ⅱは履修できない）。 

英語の履修 

方   法 

選
択
科
目
と 

し
て
の
英
語 

 

①「外国語科目教育課程表」の「対象学部・学科等」欄で「選択英語」と表記している科目である。 

②英語（留学生初習）Ａ－Ⅰ・Ａ－Ⅱ・Ｂ―Ⅰ・Ｂ－Ⅱは，「外国人留学生」及び「外国高等学校在学経験者（帰

国生徒等）」対象である。原則として英語（留学生初習）Ａ－ⅠとＡ－Ⅱまたは英語（留学生初習）Ｂ－ⅠとＢ

－Ⅱの組み合わせで２単位を履修しなければならない。ただし，卒業要件単位には算入しない。 

 

英語以外の外国語の

履修方法 

（日本語を除く） 

 

①英語以外の外国語には，朝鮮語，スペイン語，中国語，ドイツ語，フランス語，ロシア語がある。 

②それぞれ初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ，中級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ，上級ＡⅠ・

ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡに分かれる。 

③本学入学以前に初級程度以上の知識を持っている者は，中級および上級から計４単位でもよい。ただし，あら

かじめ当該外国語の専任教員の許可を受けなければならない。 

④原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

⑤学部・学科・クラス・ペアの指定がある科目は，その指定された授業を履修すること。ただし，当該外国語の

専任教員の許可を得た場合，他の授業を履修することができる。 

⑥初級を修得して中級を履修する場合，原則として初級ＡⅠとＡⅡまたは初級ＢⅠとＢⅡの組み合わせで，２単

位を修得しなければならない。ただし，スペイン語については，原則として初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡの全

てを修得していなければ中級を履修することはできない。上記初級４単位のうち３単位を修得している場合は，

未修得の初級１単位と中級の同時履修を認める。中国語については，初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡのうちいず

れか２単位を修得していれば中級の履修を認める。 

 

日本語の履修方法 

①日本語は「外国人留学生」及び，「外国高等学校在学経験者（帰国生徒等）」対象の外国語である。履修には資

格認定が必要であるので，必ずガイダンスに出席して履修の資格認定を受けなければならない。 

②日本語ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ・ＥⅠ・ＥⅡ（各１単位）のうちから，計４単位を

１年次に履修することが望ましい。 

③原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 



  

  

情報システム創成学科 
  

必修科目としての 

外国語 
 必修の外国語科目として，英語４単位を修得しなければならない。 

選択科目としての 

外国語 

(必修以外に外国語 

を履修した場合) 

 同一言語でⅠとⅡを修得した場合，４単位まで卒業要件中の「関連科目」に算入する。（選択科目としての英語

については，下記の英語の履修方法を参照のこと）。 

 

習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成を実施している。 

 習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成は，英語の授業をAD(Advanced)／IN(Intermediate)／EL(Elementary)

の３レベルに分けて授業を行う。授業科目名に含まれる英字(AD／IN／EL)はそれぞれのレベルを表している。 

 クラス編成は，プレイスメントテストに基づいてレベル分けを行う。 

 原則として，前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）は指定されたクラスの授業を履修しなければならない。 

 なお，英語のクラスのためのプレイスメントテスト実施については「学修スタートガイド」を参照のこと。 

  

したがって，１年次では 

 英語(理解)AD-Ⅰ（前） 

 英語(理解)AD-Ⅱ（後） 

 英語(表現)AD-Ⅰ（前） 

 英語(表現)AD-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)IN-Ⅰ（前） 

 英語(理解)IN-Ⅱ（後） 

 英語(表現)IN-Ⅰ（前） 

 英語(表現)IN-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)EL-Ⅰ（前） 

 英語(理解)EL-Ⅱ（後） 

 英語(表現)EL-Ⅰ（前） 

 英語(表現)EL-Ⅱ（後） 

のいずれかを履修しなければならない。 

 

必
修
科
目
と
し
て
の
英
語 

再履修の方法 

 上記の単位を修得できなかった場合は，工学部再履修のための授業科目を履修しなければならない（英語 RE－

Ⅰ・Ⅱは履修できない）。 

英語の履修 

方   法 

選
択
科
目
と 

し
て
の
英
語 

①「外国語科目教育課程表」の「対象学部・学科等」欄で「選択英語」と表記している科目である。 

②英語（留学生初習）Ａ－Ⅰ・Ａ－Ⅱ・Ｂ―Ⅰ・Ｂ－Ⅱは，「外国人留学生」及び「外国高等学校在学経験者（帰

国生徒等）」対象である。原則として英語（留学生初習）Ａ－ⅠとＡ－Ⅱまたは英語（留学生初習）Ｂ－ⅠとＢ

－Ⅱの組み合わせで２単位を履修しなければならない。ただし，卒業要件単位には算入しない。 

英語以外の外国語の

履修方法 

（日本語を除く） 

 

①英語以外の外国語には，朝鮮語，スペイン語，中国語，ドイツ語，フランス語，ロシア語がある。 

②それぞれ初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ，中級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ，上級ＡⅠ・

ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡに分かれる。 

③本学入学以前に初級程度以上の知識を持っている者は，中級および上級から履修してもよい。ただし，あらか

じめ当該外国語の専任教員の許可を受けなければならない。 

④原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

⑤学部・学科・クラス・ペアの指定がある科目は，その指定された授業を履修すること。ただし，当該外国語の

専任教員の許可を得た場合，他の授業を履修することができる。 

⑥初級を修得して中級を履修する場合，原則として初級ＡⅠとＡⅡまたは初級ＢⅠとＢⅡの組み合わせで，２単

位を修得しなければならない。ただし，スペイン語については，原則として初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡの全

てを修得していなければ中級を履修することはできない。上記初級４単位のうち３単位を修得している場合は，

未修得の初級１単位と中級の同時履修を認める。中国語については，初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡのうちいず

れか２単位を修得していれば中級の履修を認める。 

 

日本語の履修方法 

①日本語は「外国人留学生」及び，「外国高等学校在学経験者（帰国生徒等）」対象の外国語である。履修には資

格認定が必要であるので，必ずガイダンスに出席して履修の資格認定を受けなければならない。 

②日本語ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ・ＥⅠ・ＥⅡ（各１単位）がある。 

③原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 



  

  

建築学科 
  

必修科目としての 

外国語 
 必修の外国語科目として，英語４単位を修得しなければならない。 

選択科目としての 

外国語 

(必修以外に外国語 

を履修した場合) 

 同一言語でⅠとⅡを修得した場合，８単位まで卒業要件中の「関連科目」に算入する。（選択科目としての英語

については，下記の英語の履修方法を参照のこと）。 

習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成を実施している。 

 習熟度別（プレイスメントテスト）クラス編成は，英語の授業をAD(Advanced)／IN(Intermediate)／EL(Elementary)

の３レベルに分けて授業を行う。授業科目名に含まれる英字(AD／IN／EL)はそれぞれのレベルを表している。 

 クラス編成は，プレイスメントテストに基づいてレベル分けを行う。 

 原則として，前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）は指定されたクラスの授業を履修しなければならない。 

 なお，英語のクラスのためのプレイスメントテスト実施については「学修スタートガイド」を参照のこと。 

  

したがって，１年次では 

 英語(理解)AD-Ⅰ（前） 

 英語(理解)AD-Ⅱ（後） 

 英語(表現)AD-Ⅰ（前） 

 英語(表現)AD-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)IN-Ⅰ（前） 

 英語(理解)IN-Ⅱ（後） 

 英語(表現)IN-Ⅰ（前） 

 英語(表現)IN-Ⅱ（後） 

又は， 

 英語(理解)EL-Ⅰ（前） 

 英語(理解)EL-Ⅱ（後） 

 英語(表現)EL-Ⅰ（前） 

 英語(表現)EL-Ⅱ（後） 

のいずれかを履修しなければならない。 

 

必
修
科
目
と
し
て
の
英
語 

再履修の方法 

 上記の単位を修得できなかった場合は，工学部再履修のための授業科目を履修しなければならない（英語 RE－

Ⅰ・Ⅱは履修できない）。 

英語の履修 

方   法 

選
択
科
目
と 

し
て
の
英
語 

①「外国語科目教育課程表」の「対象学部・学科等」欄で「選択英語」と表記している科目である。 

②英語（留学生初習）Ａ－Ⅰ・Ａ－Ⅱ・Ｂ―Ⅰ・Ｂ－Ⅱは，「外国人留学生」及び「外国高等学校在学経験者（帰

国生徒等）」対象である。原則として英語（留学生初習）Ａ－ⅠとＡ－Ⅱまたは英語（留学生初習）Ｂ－ⅠとＢ

－Ⅱの組み合わせで２単位を履修しなければならない。ただし，卒業要件単位には算入しない。 

英語以外の外国語の

履修方法 

（日本語を除く） 

 

①英語以外の外国語には，朝鮮語，スペイン語，中国語，ドイツ語，フランス語，ロシア語がある。 

②それぞれ初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ，中級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ，上級ＡⅠ・

ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡに分かれる。 

③本学入学以前に初級程度以上の知識を持っている者は，中級および上級から履修してもよい。ただし，あらか

じめ当該外国語の専任教員の許可を受けなければならない。 

④原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

⑤学部・学科・クラス・ペアの指定がある科目は，その指定された授業を履修すること。ただし，当該外国語の

専任教員の許可を得た場合，他の授業を履修することができる。 

⑥初級を修得して中級を履修する場合，原則として初級ＡⅠとＡⅡまたは初級ＢⅠとＢⅡの組み合わせで，２単

位を修得しなければならない。ただし，スペイン語については，原則として初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡの全

てを修得していなければ中級を履修することはできない。上記初級４単位のうち３単位を修得している場合は，

未修得の初級１単位と中級の同時履修を認める。中国語については，初級ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡのうちいず

れか２単位を修得していれば中級の履修を認める。 

 

日本語の履修方法 

①日本語は「外国人留学生」及び，「外国高等学校在学経験者（帰国生徒等）」対象の外国語である。履修には資

格認定が必要であるので，必ずガイダンスに出席して履修の資格認定を受けなければならない。 

②日本語ＡⅠ・ＡⅡ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＣⅠ・ＣⅡ・ＤⅠ・ＤⅡ・ＥⅠ・ＥⅡ（各１単位）がある。 

③原則として，それぞれの科目は前学期と後学期（Ⅰ・Ⅱ）を通年で履修しなければならない。 

 

 

 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 

４科目 計４単位 


